
■きっかけから実施へ
　識字教育について学ぶユネスコのユース
セミナーに参加して、地元のＮＧＯ「えひ
めグローバルネットワーク」の方と知り合
いました。その方といろいろお話をしてい
るうち、町に捨てられた自転車を集めてモ
ザンビークに送って役立ててもらったり、
銃を鍬と交換したり、ミシンなどの生活用
具を送ったりする国際支援活動があること

を知り、「これなら僕たちでも何かできるんじゃないか」と思って、
ベンチャー隊の仲間で取り組むことにしました。
　ネットワークの方々にその話をすると、とても喜んでくれました。
それからいろいろと相談させて
もらいながら、僕たちは周りの
みんなにモザンビークの窮状に
ついて知ってもらうこと、それ
からできる範囲で寄付をしても
らうことにしました。

■広がる輪
　まず僕たちはモザンビークの
窮状を知ってもらい、寄付を集
めるためのポスターと
チラシを作り、まずはス
カウト関係者の間で広
めていくことにしまし
た。団の B-P 祭などの
機会にみんなに宣伝し
ながら寄付を集めまし
た。
　他にもスカウト仲間、
学校の友だちや近所の
人、塾の先生など、接す
る機会がある人たちにどんどん説明して、親にも親の友だちから寄付
を集めてもらったりもして、応援の輪が広がっていきました。
　さすがに周りのみんながどこまで理解してくれたかは疑問も残りま
すが、「がんばってるみたいだから応援してやる」といってもらうとま
すます気合が入りました。

■意外とみんな関わり合って生きている
　驚いたのは高校の友だちです。普通の高校
生は困っている外国の人のための寄付なんて、
普段はそんなお金の使い方をしません。でも、
僕たちのがんばりを見て寄付をしてくれるの
です。

　それから、同じ頃に別の
プロジェクトで市内の中高
生を集めてフォーラムを
やったのですが、集まっ
てきた見知らぬ子らが実は
ボーイスカウトに興味を
持っていたり、共通の友だ
ちがいたり、同じイベント
に参加していたことがあっ
たり、ということがわかりました。なんだかみんな意外と関わり合っ
て生きているもんだなあと感じました。

■愛媛のベンチャーフォーラム会場へ
　「ちゃりチャリティー」は、各地でモザンビークの窮状を伝えなが
ら寄付を募る自転車キャラバンで、集まった寄付を様々な支援活動に
あてモザンビークに役立ててもらうというものです。今回はネット
ワーク全体で2,500kmにおよぶ距離（モザンビークの海岸線と同じ
距離）を自転車で走り、寄付を集めます。僕たちもその一部、20km
の区間を担うということで、愛媛県のベンチャー全員フォーラムの会

場をゴールにして、みんなのメッセー
ジを寄せ書きしてもらったＴシャツを
着て、地域の人たちに宣伝しようとい
うことになりました。ところがフォー
ラム当日はどしゃぶりの雨で、自転車
をこぐ僕たちを見てくれる人もほとん
どなく、かなり地味なキャラバンになっ
てしまったのは残念です（あまりにす
ごい雨で自転車で走っている写真もな
いのです！）。フォーラム会場は山の上
にあり、どしゃぶりの中の上り坂でひ
たすらしんどかったです。
　でも、ベンチャーフォーラムの会場
にえひめグローバルネットワークの方

にも来ていただき、県のベンチャー全員にモザンビークの話をしても
らい、集めた寄付を手渡すこともできましたので、僕たちのプロジェ
クトの目標は達成できたと思っています。

■これからは自立して世界に貢献したい
　このプロジェクトを通じて一番強く感じたのは、寄付をしてくれた
周りの人への感謝の気持ちです。そしてその寄付を通じて、モザンビー
クの人たちの生活が少しでも良くなることが嬉しいです。やったかい
があった！　と思います。これからもこうした活動を手伝っていける
とも思っています。
　僕はもともと勉強があまり好き
じゃないので、好きじゃないこと
はしなくてもいい、というわけで
この春、地元の工場に就職します。
ベンチャーの仲間や学校の友だち
からは「お前が就職なんて大丈夫
か」といわれるのですが、そのうち「俺はもう自立した大人なんだぜ」
とみんなにいってやろうという野望をひそかに持っています。実社会で
しっかり仕事をして、世界に貢献したいというのが今の僕の目標です。
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地域の国際支援活動に飛び込んだ！
愛媛県連盟　松山第１５団　三浦利之くん

プロジェクト名：ちゃりチャリティー
目的：国際支援のチャリティー活動を通じて、平和とは何かを知り、自分た
ちに何ができるか考える。周りのみんなにも知ってもらって寄付を集める。

ベンチャープロジェクト事例紹介

思い切って社会に飛び込んだベンチャーたち
　毎年全国のベンチャースカウトたちが実に様々なプロジェクトに取り組んでいます。今回は、「思い切って

社会に飛び込んだ」という感じの奉仕活動プロジェクトを二つ紹介します。多くのスカウトたちがどんどん

社会と関わり合う活動を広げていったら、スカウト運動への社会の理解ももっと広がっていくことでしょう。

T シャツに書いてもらった応援メッセージで気
合いが入る

ゴールのフォーラム会場で

みんなから集まる寄付

フォーラムでのネットワークの方の

プロジェクトェクトをひっ
ぱった同期の谷本君と

介護老人保健施設での福祉活動に飛び込んだ！
長野県連盟　大町第１団　西澤佑夏里さん

プロジェクト名：社会福祉の実践
目的：老人ホームで、ボランティア活動を行う。これからは高齢者社会に
なるといわれている。そのときに自分が何をすることができるのかを学ぶ。
また、老人ホームの皆さんと接することで、利用している方々が何をして
ほしいのかを理解する。利用者のために奉仕する。

■きっかけから実施へ
　高齢化社会に関するニュースを見て、将
来この社会を支えていかなければならない
私たちに何ができるか、考えてみました。
父が社会福祉士をしており、祖父がホーム
に通っていることもあって、そのホームの
お手伝いをしてみようと思い、高校２年生
の冬休みに挑戦しました。
　お手伝いをしたいと、思い切ってホーム

に申し出たところ、スタッフの方々からはとても喜んでもらったので
すが、「いろいろと難しい面もあ
るよ」と忠告も受けました。説
明を聞いたときは大丈夫だろう
と思ったのですが、実際に始め
てみると、利用者の方々とのコ
ミュニケーションのとり方など
想像していなかった難しさがあ
り、はじめのうちは毎日反省ば
かり繰り返していました。

■自分にできることから
　利用者の方々の部屋のお掃除や洗濯、食
事の準備・お手伝い、レクリエーション、
お茶配りなど、様々な仕事があり、一日は
あっという間に過ぎていきます。その合間
に利用者の方に話しかけてみたりします
が、相手の話がうまく聞き取れなかったり、
こちらから話しかける話題がなかったり、
怒らせてしまったり、コミュニケーション
のほうではへこんでばかりでした。
　それでも一つ自分なりによくやったと最初に思えたのが掃除です。

家や学校ではいつも嫌々仕方なく掃除をし
ていた私でしたが、ここでは「しっかり
きれいにすると気持ちがいい！　利用者
の方々が喜んでくれる！」という達成感が
あって、積極的に掃除をがんばることがで
きました。
　他の仕事も少しずつちゃんとできるよう
になってきた頃、「自分にできることをしっ
かりがんばればいい」と思えるようになっ
てきました。その頃から、利用者の方々と

も少しは上手にコミュニケーションがとれるようになってきたかな、
と思います。

■周囲の方々から学んだこと
　スタッフの皆さんもいろいろと大変なのですが、いつも笑顔をキー
プしていて、すごいなと思いました。人が笑顔でいると、周りの人も
にこやかになってきます。
　そんなことから「感謝」について考えました。奉仕をすると、利用
者の方は「ありがとう」といってくれます。「ありがとう」といわれると、
元気が出ます。その元気で私はがんばることができます。一つの感謝
から始まって、感謝は積み重なって、気がつけばみんなが笑顔でいら
れます。とても幸せなことだと感じます。

　学校での掃除は、しなくてはいけない、
掃除の時間があるからする、という気持ち
でやっています。先生の教え方に不満をも
つと、すぐに先生の悪口を言ってしまいま
す。学校で感謝することはあまりありませ
ん。そんなことが多いため、私にとってこ
の奉仕の経験はとても大きなものでした。

小さな感謝も、「幸せ」に繋が
ると思います。「幸せ」が何な
のかよくわからないけれど、
私が奉仕をできたことは幸せ
だと感じています。

■人の役にたちたい
　このプロジェクトを通じて、

私はやはり最終的に「人の役にたちたい」のだと気 づ き ま し た。
福祉の道や人を楽しませたり和ませたりする音
楽の道などいろいろ考えましたが、やはり自
分に一番フィットする野外教育の世界に
進もうと思います。地元の大学に日
本で唯一の教育学部野外教育専
攻があるので、そこにこの春進
学します。
　人との関わり合いの中でいろんなこと
を学んで、もっと人の役に立つことができ
る大人になっていこうと思います。

※ホームでは利用者の方への配慮から、活動中の写真を撮っていません。施設の写
真と普段のスカウト活動や第21回世界スカウトジャンボリーに参加したときの
写真を掲載しています。

　　　　　　　介護老人保健施設


